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食中毒の原因には細菌とウイルスの2種類があり、夏季は細菌が原因の
食中毒が多く発生します。原因菌の多くは、室温20度前後から増殖が活
発になり、また湿気を好みます。 原因菌によって潜伏期間や症状は異な
りますが、ほとんどの場合、数時間～5日の間におう吐や腹痛、下痢など
の症状を引き起こします。


